
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうすい NEWS No.65 

               令和 2 年 2020.5.21 発行 

三島ゆうすい会事務局   〒411-0856  静岡県三島市広小路町 12-5 
TEL＆Fax  055-975-6516     E-mail  river@yusui.org 
URL   http://www.yusui.org/   ※事務局員は常駐しません。
E-mail や Fax で、ご連絡いただけると助かります。 
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令和２(2020)年度・第 29 回三島ゆうすい会総会開催 

▲挨拶で来賓の方々にお礼を述べる大村洋子会長 

16：00 からは三島ゆうすい会総会が開催され、大村洋子会長は挨拶で、世界的な流行の

兆しを見せている新型コロナウイルス感染症にもふれ、ご臨席いただいた来賓に深く御礼申

し上げました。来賓は、豊岡武士三島市長、大房正治三島市議会議長、伊丹雅治静岡県議会

議員、宮崎眞行三島市観光協会専務理事、渡辺義行三島市産業文化部長の 5 名でした。 

受付は、青木利治副会長、水野幾子理事、大庭治美監事が担当し、司会は

小松幸子副会長が務めました。議長には岩田重理理事が選出され、議事録作

成人に水野幾子理事、議事録署名人に宇水勉理事、柴原俊介理事が指名され

ました。議案（第 1 号議案～第 7号議案）は、いずれも承認されました。 

 

 

 3 月 7 日（土）、関係者は 14：30

に総会会場のVia701の 1階ホール

に集まりました。五所平之助監督

の掛軸や色紙、関連記事やサイン

入りの書籍等、関守敏さん秘蔵の

資料を会場に展示するためです。

   総会記念に五所平之助監督の

人形劇映画『明治はるあき』が、

村上益男さんのご厚意で上映され

ると知った関さんは、五所監督所

縁の貴重なコレクションの展示を

提案され、この度、実現しました。 

 
 

▼山岡修一顧問は、ご自身が撮影の
五所平之助監督の写真を持参して
展示（終了後に関守敏さんに贈呈）

小松幸子副会長  水野幾子理事 大庭治美監事 青木利治副会長  岩田重理理事

西川勝美事務局長   松根典子理事 

大庭治美監事    柴原俊介理事 

※事業報告と事業計画は西川勝美事務局長、決算報告と予算案は松根典子理事、監査報告は大
庭治美監事が代表して、会則および役員・組織に関する件は柴原俊介理事が担当して発表 

白滝公園の水神さんに関す
る質問には、会長がこれまで
の取り組みを説明しました。 

令和 2（2020）年度・三島ゆうすい会・役員名簿 
名誉会長：塚田冷子   会  長：大村洋子   副 会 長：小松幸子 青木利治
事務局長：西川勝美   
理    事：岩田重理 水野幾子  柴原俊介  宇水 勉  松根典子  石井真人  

山崎芳子  福田淑子 
監    事：大庭治美  大村皖伸        
相 談 役：秋山峰治    
運営委員：福場正視  庄司峯子  山梨一正  越沼 正  米山友子  坂井良重  

佐藤久美子 鈴木千重子  小浜修一郎 
顧    問：緒明春雄   山岡修一   小野 徹   落合義朗   渡辺妙子  志村 肇 

木下秀彰   渡辺豊博 
専 門 家：渡辺佐一郎  石井真人 
名誉顧問：冨士眞奈美（女優）  吉行和子（女優）  藤田弓子（女優） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０．5．２１  ゆうすいＮＥＷＳ  Ｎｏ．６５  Ｐ．２

五所平之助監督の資料下見に関守敏邸訪問 
 

 

  

  

   

 総会記念の映画上映は、上映機材操作や、関守敏さん所蔵の五所

平之助監督の資料展示、会場準備等へ、多くのご協力を得て無事に

実施できました。五所平之助の甥・村上益男さんは、この映画が愛

知県犬山市に開館した博物館明治村の明治 100 年記念事業として、

1968 年に五所監督が制作した作品であることなどを紹介しました。

また、映写後には関さんも展示内容の説明をしました。 

 映画は、明治村を家族と訪れた太郎爺の思い出と、五所平之助監

督の諸々の思いが重なりました。情緒的な雰囲気や時代の歴史的な

流れが、四季の美しい映像と数々の糸あやつり人形の登場人物によ

って織りなす『明治はるあき』に、聴衆は感動した様子でした。 

 

浅草十二階(凌雲閣) 
が登場する場面が多い 

 

 観客の中には、「52 年振りに、念願の映画

『明治はるあき』の視聴ができて、本当によ

かった」と喜んでいた方もいました。 

新型コロナウイルス感染症の影響がなけれ

ば、もっと多くの皆様に鑑賞していただけた

ことでしょう。またの機会に、是非ご覧くだ

さい。五所平之助監督が託した心からのメッ

セージは、盛りだくさんだと感じました。 

会場の通風に配慮し、人と
人の間隔もとり、恒例の交流
会は実施しませんでした。

 五所平之助監督の映画上映の日に監督所縁の資料展示ご協力いただける

ということで、その下見のために関守敏さんのお宅を 2 月 19 日に訪問しま

した。長年収集された貴重な資料を説明していただき、改めてその多さに驚

くと同時に、五所監督の素晴らしさを実感しました。皆で検討し、総会の日

に展示する資料を決めました。関さん、どうもありがとうございました。 

 

▲村上益男さん ▲山岡修一さんと関守敏さん 

映写機材操作を担当して
くださった松根一樹さん 

「たんぽゝや生まれたまゝの町に住み」平之助 

「合掌す三島ざくら
の満ち咲けば」平之助 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０．５．２１ ゆうすいＮＥＷＳ   Ｎｏ．６５ Ｐ．３

大岡信さん お誕生月の催し  
  第 1 回「折々のうた」の海であそぶ。 講師：田中 和雄さん 

中村童子さん

 

三島ゆうすい会の元名誉顧問で詩人の大岡信さんは、2 月 16 日に誕生しました。そこで、誕生

月を機会に「大岡信の故郷の三島で、大岡信の仕事を伝える催しを開催していく」という趣旨で、

この事業が実施されました。講師は、『丘のうなじ 大岡信詩集』『折々のうた春夏秋冬』を出版し

た童話屋の創業者であり編集者の田中和雄さんでした。主催：三島市、三島市教育委員会、受託者：

ことばのたね実行委員会（代表：段千恵子）、そして、協力団体の 1 つが、三島ゆうすい会でした。

2 月 22 日（土）13：30～15：30、三島市民生涯学習センターの講義室には、三島ゆうすい会の

関係者も多数参加し、楽しみつつ、大岡信さんの偉大な足跡を辿ることになりました。 
田中さんは、穏やかな口調で、「今日は、令和 2 年 2 月 22 日・・・しかも 2020 年・・・広辞苑

で、2 について調べてみました」と語り始めました。 

右側には折句の作成罫線が引かれて… 

 

進行役は、ことばのたね実行委員会の中村童子さん。パソ

コン操作は、越沼正運営委員の甥・村上茂之さんが担当しま

した。田中さんは、『折々のうた』の「はる」の部で、「地虫」

が出て来る作品を紹介しました。「地虫って？」と疑問を抱

く聴衆のために、地虫の写真やイラストで熱心に説明。観客

は、もう、すっかり引き込まれていました。 
次に多くの方々（堀口星眠、川崎洋、たんぽぽはるか、たんぽぽ一のすけ、俵万智）

のたんぽぽの作品を紹介し、解説されました。「ふう～ん」「そうなんだ」と観客。 

休憩後、大岡信（おおおかまこと）さんの名前が入った折句を参考に、各自、自分の名

前を入れて、折句（アクロスティック）を作成することになりました。この折句には、

大岡信夫人（深瀬サキさん）も参加され、会場は大いに盛り上がりました。三島ゆうす

い会の参加者の何人かも、即興の折句作品を発表する機会を得ました。 

その後、大岡信さん関係の書籍の紹介や販売もありました。映像には、安野光雅さん

も登場。大岡信夫人が、安野さんの作品の原画を持参され、それは、あたかも大岡信さ

んがそこにいらっしゃるかのような感じで、舞台の横に飾られていました。 

また、運営委員の越沼正さんは受付場所に最後までいてくださいました。青木利治副

会長は事前の会合に何度も出席されました。多くの方々のおかげで、貴重な行事が実施

できたと思います。 

 今後、この事業は、第 2 回、第 3 回と続けられ、水の都三島が育んだともいえる郷

土・三島の宝である大岡信さんの足跡が、益々貴重なものとなっていくことでしょう。

 

 関さんは、「僕は、これが一番気に入っています」と、大きな額

を抱えました。五所平之助の「生きることは一と筋がよし寒椿」

の書です。テーブルに載りきれないほどの作品や資料がありまし

た。そして、どれもとても味わい深い作品ばかりです。

最近では、所蔵

目録を作成し、「機

会があれば、いろ

いろな方に見てい

ただきたいと思っ

ています」と話さ

れました。今回の

ご協力に対し、感

謝申し上げます。

 講師の田中和雄さん 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０．５．２１  ゆうすいＮＥＷＳ  Ｎｏ．６５  Ｐ．４

桜川の清掃 
・原則 毎月第１土曜日 9:00～ 
・白滝公園へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「桜川を愛する会」と共に、 
清掃します。 

源兵衛川の清掃 
・原則 毎月第 2 日曜日 10:00～ 
・水の苑緑地・かわせみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋 
※「源兵衛川を愛する会」と共に、
清掃します。 

源兵衛川のいずみ橋から 
広瀬橋までのゴミ拾いなど 

・原則 毎週土・日曜日の朝 6:30～ 
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等 

「三島梅花藻の里」で 
ミシマバイカモ保全活動 

・原則 毎月第 2 日曜日 10:00～  
・三島梅花藻の里へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、

草取り道具等 

 宮さんの川の清掃 

・原則 毎朝 6:30～ 
・宮さんの川へ集合  
・持ち物：長靴、ビニール手袋
※「宮さんの川を守る会」と共
に、清掃します。 

「三島ゆうすい会」のホームページは随時更新中です。

「ゆうすい NEWS」もカラー版で見ることができ、以前の

ホームページも閲覧できます。ぜひ、ご覧ください。 

URL：http://www.yusui.org/ 

三島ゆうすい会のホームページ 

源兵衛川の第 2、第 3 ゾーンと 
宮さんの川から、ヒロセパーク 
までの鎌倉古道の清掃活動 
・原則 毎週土・日曜日の朝 6:00～
・源兵衛川いずみ橋へ集合 
・持ち物：長靴、ビニール手袋、 

ゴミを入れる袋等

会費納入のお願い 
 本年度分会費の納入にご協力賜ります 
よう、よろしくお願い申し上げます。 
★正会費        3,000 円 
★賛助会費１口   10,000 円 

           （何口でも可） 
※下記のいずれかに納入してください。 

〈お振込み先〉 
・郵便振替 0840-4-118192 

加入者名：三島ゆうすい会 

・静岡銀行三島支店 
  普通預金 №0346532 

口座名：三島ゆうすい会 

     会長 大村洋子 

・スルガ銀行三島セントラル支店 
  普通預金 №572969 
      口座名：三島ゆうすい会 

     会長 大村洋子 

・三島信用金庫西支店 
  普通預金 №1042399 
     口座名：三島ゆうすい会  

     会長 大村洋子 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

各種の事業等が中止や延期 

 

定例活動のお知らせ 

★自由参加 
★雨天時は休み 

御礼メール・卒業・就職 
静岡大学の田中詠美さんから 

日 時：6月 7 日（日）8：30～午前中 
集 合：楽寿園南出口近くの源兵衛川「いずみ橋」

ＣＯＤ等を調査する川：  

★市街地班（徒歩移動） 

源兵衛川 
御殿川 
桜川 

★郊外班（自動車移動） 

大場川で 3カ所 
▲昨年の御殿川での調査風景 

調査に同行を希望される方は、 

三島ゆうすい会事務局へ事前に連絡を！

「第 17 回・身近な水環境 
の全国一斉調査」 

 4 月 8 日（水）13：00 より、三島市役所大社町別館で「令和 2

年度（第 36 回）三島ホタルまつり」の実行委員会が開催されま

した。この委員会の事務局は、今回から、ボイス・キューの小坂

真智子さん担当となりました。 

司会は秋山峰治実行委員長 

で、大村洋子会長はじめ関係 

者全員が発言した後、実施す 

るかどうかの賛否を問いまし 

た。これまでの歩みを振り返 

り、今後の実施も考慮して、今年は中止することになりました。

 以上のほか、5 月 10 日（日）9：00 から実施予定だった「三島

の川をきれいにする奉仕作業」で当会が依頼されていた、宮さん

の川（担当：松根典子、柴原俊介）も桜川（担当：岩田重理、山

崎芳子、石井真人）も、作業が中止となりました。 

小坂さんが発言を板書し
てくださり助かりました。

 4 月中旬、静岡大学の田中詠美さんから、三

島ゆうすい会に御礼メールが届きました。「ご

連絡が遅くなりましたが、おかげさまで、無事

に卒業、就職ができました。三島の水に関する

お話や、三島市内のご案内、いただいた資料等、

感謝しています。ただ、皆様の前で発表できる

ような卒論が出来なかったことをお詫びしま

す」という、真面目で丁寧なメールでした。 

 田中さんの取材には、三島ゆうすい会の関係

者が多数対応し、彼女も熱心に何度も三島を訪

れました。街中の水辺を案内中に、当会関係者

に偶然出会ったこともありました。 

              お祝いの言葉に

続けて「ボランテ

 

ご寄付いただき、あり

がとうございました。 

村上 益男 様 

関  守敏 様

ィア活動に参加する機会がある

といいですね。健康第一で頑張

って！当会の30周年記念誌にも

寄稿してね」と返信しました。


